
農福連携推進事業（農福連携コーディネーター）

農業者

農福連携コーディネーター

農業分野での障害者の就労を支援し、障害者の工賃水準の向上及び農業の支え手の拡大を図るとともに、障害
者が地域を支え地域で活躍する社会の実現に資するため、農業と福祉に精通したコーディネーターを配置し、
障害者就労施設と農業従事者の橋渡しを行う。

○事業概要

就労継続支援
A・B型事業所

請負契約

マッチング
相談

相談

共同受注支
援窓口

健康福祉部
障害福祉課
就労支援室

農林水産部
農業経営課

農業振興センター

労働力相談窓口
（JAさが内に設置）

連携



農福連携コーディネーターの役割

①農家のニーズ把握

②農作業内容の確認

・作業の細分化・単純化

・作業工程単価の設定

・作業内容・環境の見える化

③農作業体験会の開催

①障害者就労施設のニーズ把握

②農作業内容の確認

・作業の細分化・単純化

・作業工程単価の設定

・作業内容・環境の見える化

③福祉事業所への募集

農家側への支援 福祉側への支援

連携

マッチング支援
①農家と障害者就労施設との引き合わせ
②現地確認・作業内容環境の確認
③作業工賃決定のアドバイス
④契約書作成の援助
⑤マッチング後の定期的な作業現場巡回、連絡調整

そして次へ・・・
障害者就労施設、農家へのアドバイス
障害者の農業への就労促進支援

農家と福祉の知識を生かし、農家サイドと福祉サイドをつなぐ


